
領域 評価項目
自己
評価

今年度の
成果と課題

次年度への改善点
学校関係
者 評 価

学校関係者の意見・要望

学校経営計画
学校評価の実施と活用
学校関係者評価の導入と活用
教育公務員としての倫理観の涵養

Ｂ

学校評価のシステムを定着さ
せることができた。校内倫理
委員会を計画通り開催し、充
実した研修を行うことができ
た。

職員室LANの新規サーバ更新に
より、職員室旧サーバをグ
ループウェア試行用サーバに
変更するべく準備を進める。

Ｂ

・学校評価システムを次年度も有効に活か
し、よりよい学校運営を望む。・ネット・コ
モンズを活用し、事務の効率化等を通して、
教員が生徒と向き合う時間の確保を図っても
らいたい。

学習指導
授業評価の実施と活用
シラバスの作成と活用
面談・添削を通した学習意欲の喚起

Ｂ

授業評価・シラバスの活用が
定着している。進路希望に応
じた個別指導が充実してい
る。

基礎学力や学習習慣が身につ
いてないまま入学し、学校生
活に適応できない生徒への指
導・対策。

Ｂ

・学校不適応の生徒が年々増えていくのでは
ないかと危惧する。優秀な教員の確保と研修
の充実を望む。・学力差が大きいと思うが、
根気強い指導をお願いしたい。

生徒指導
ＨＲ活動や行事を通した協調性の涵養
生徒会活動や部活動を通した自主性・
責任感の育成

Ｂ

諸行事への取組が良好だっ
た。地域貢献活動や震災に関
してのボランティア活動が活
発に行われた。

新入生で、学校に来なくなる
生徒が多い。学校全体での生
徒指導のあり方を検討する必
要がある。

Ｂ

・早期に検討し、学校全体としての生徒指導
を望む。・様々な年齢、背景を持つ生徒がい
るので、広い枠組みでの生徒指導が求められ
るのではないかと思う。

進路指導
進路情報提供と進路ガイダンスの実施
健全な職業観・勤労観の育成
卒業予定者の進路決定率の引き上げ

Ｂ

昨年度以上に範囲を広げて企
業訪問を実施した。新規求人
開拓にはなかなか結びつかな
い。

書類（欠席日数）で他の学校
に差をつけられる生徒が多
く、内定に結びつかない。欠
席を減らす指導が必要。

Ｂ

・特に通信制において早期の対策を望む。定
通合同で秋内定を目指してもらいたい。・出
席率の向上を如何に図るか、より分析・検討
を深めてもらいたい。

健康安全指導
危機管理マニュアルの改訂
防災・不審者対策の訓練・研修の実施
医療相談機関との連携の強化

Ｂ

実際の動きに即したマニュア
ルの一部改訂を行った。訓練
は、予定通り6回実施した。

緊急情報等を生徒・保護者に
伝えるためのサイトをＨＰ上
に掲載する。引き続きマニュ
アルの見直しを行う。

Ｂ

・震災の教訓を風化させないように、日々の
危機管理を大切に。・個人としての危機意
識、公の立場での行動の両方で考えることが
できるような指導を望む。

家庭・地域
との連携

「霞城学園通信」「霞城通信」の発行
学校評議員制度の活用
魅力ある講座の編成と生徒の参加促進

Ｂ

各通信とも定期的に発行し
た。生涯学習講座への生徒の
参加や後期講座の受講者の増
加が見られた。

講座内容やＰＲ方法、さらに
はその運営の在り方について
検討を加えていく。 Ｂ

・アンケートを採り、生涯学習講座内容に生
徒の要望を取り込むのも一案である。・マス
コミへの取材依頼等も含め、積極的な広報活
動を望みたい。

特別支援教育
配慮の必要な生徒への指導体制確立
個別支援チームの結成

Ｂ

２年間の研究成果を引き継
ぎ、支援体制の定着、「実践
事例集」の活用等、教育活動
全般への浸透を図ることがで
きた。

ライフスキル講座は定時制Ⅲ
部で継続できた。通信制は今
年度休講となったが、来年度
は他機関との連携のもと実施
予定。

Ｂ

・学力もさることながら、社会に出たときの
様々な対処法、ライフスキルの習得に力を入
れてもらいたい。・生徒個々に配慮を欠かさ
ず意欲を引き出す教育活動を学校全体で継続
していくことを望む。

１　自己の個性を伸ばし、意欲的に学び続ける人間の育成

保護者や地域への情報発
信
生涯学習講座の充実

確かな学力の育成
確かな学修の保障

心に響く生徒指導の実践
特別活動の充実

危機管理体制の整備

重点目標

平成２３年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）

１　学校の教育目標

２　今年度の重点目標

３　昨年度の成果と課題

２　自主自立の精神を持ち、社会の発展に寄与する人間の育成

３　危機管理体制の整備

２　特別支援教育の推進

３　心身ともに健康で、心豊かなたくましい人間の育成

４　生涯学習講座の運営

１　キャリア教育の充実

特別支援教育の推進

キャリア教育の充実

１　定通共通目標の進路決定率を昨年度より65％と目標水準を高く掲げたが、達成できなかった。今年度は、更なるキャリア教育の充実を図る。

２　生徒の登校日（学校行事を含む）の出席率、保護者のPTA総会や研修会への出席率など目標未達成の項目に対しては、検証・分析を行い、働きかけに努める。　

評価基準　　Ａ：達成できた　　　　Ｂ：ほぼ達成できた　　　Ｃ：あまり達成できなかった　　　Ｄ：達成できなかった

開かれた学校づくりの推
進
信頼される学校づくりの
推進


